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はじめに

　これまでの女性農業者ネットワークは、地域の婦

人会や農協婦人部など地縁・血縁を基盤としたグ

ループが中心であった。そして、その活動内容は農

家に嫁いできた女性を対象とした地域のしきたりの

伝授や家事・育児等の生活支援、ならびに農村にお

ける女性の地位向上などが主であった。そのため、

女性農業者ネットワークに関する先行研究１におい

ても、既存ネットワークが抱える課題のひとつとし

て「職業的つながりの弱さ」が指摘されている。

　これに対して、近年では女性農業者ネットワーク

が中心となって地域の六次産業化を推進するなど、

地域経済の振興に大きく貢献するような事例も全国

各地でみられるようになっている。一方で、今後の

新たな課題としてネットワークを構成するメンバー

の高齢化も健在化してきている。

　本稿では、まず、女性農業者人口の長期的傾向や

農協に代表される既存組織との関わり方、ならびに

女性農業者が農業という職業を選択した理由につい

て把握する。次に、女性農業者ネットワーク＝「新

しい組織２」を、「農業に関する業務を職業とし、地

域や年齢にとらわれず、かつネットワークに自主的

に参画した構成員によって形成されているもの」と

定義し、その先行事例を取り上げる。さらに、ネッ

トワークが地域社会にもたらしたイノベーション

と、それを可能とした要因を分析することで、今後

の女性農業者ネットワークが直面するであろう課題

についても考察することとしたい。

１．女性農業者の実態

１）�女性農業者人口の長期推移と社会参画（農協加
入）の実態

　国内の農業就業人口は、調査開始時点（昭和35

年）から減少の一途を辿っており、平成23年には

ピーク時の２割を切るまでに減少している（図表

１）。そのうちの女性農業就業人口も同じく減少傾

向にあり、総数に占める女性の割合は、６割から５

割台で推移してきている。このように総数が減るな

かでも、長期的に一定の割合を維持してきた女性農

業者は、農業の担い手として長い年月を通じて重要

な役割を果たしてきたといえる。

　次に、女性農業者の社会参画の状況を農協加入者

数の推移（図表３、個人正組合員数＝農業者のみが

加入）からみてみると、総加入者数が減少傾向にあ

るものの、女性組合員に限ればその数は増加してき

ており、地域、あるいは全国的な農業関係者とのつ

ながりなど人的ネットワークに対して何らかのニー

ズがあるものと推察される。

　　　　　　　　　　　　　　
１	「農村女性のパーソナルネットワーク」原（福与）珠里　財団法人農林統計協会　2009年
２	「いまこそ、ケインズ・シュンペーターに学べ」吉川洋　ダイヤモンド社　2009年　オーストリアの経済学者
ヨーゼフ・シュンペーターは「経済発展の理論（1912年）」において、５つのイノベーションとして、「新しい商
品の創出」「新しい生産方法の開発」「新しい市場の開拓」「原材料の新しい供給減の獲得」「新しい組織の実現」
の実現をあげた。

	 本稿で取り上げる女性農業者ネットワークはイノベーションのひとつである「新しい組織の実現」であり、存在
そのものがすでにイノベーションを実現しているといえる。

女性農業者の新しい取組みについて
～人的ネットワークがもたらすイノベーション～
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２）女性農業者が農業を職業として選択した理由
　図表３では、女性農業者が農業を職業として選択

した理由を、年代別に20代から60代以上まで５段階

に分けて示している。40代以上の年代では、「家庭

環境から農業をやらざるを得なかった」が６割以上

となっており、特に40代、50代では約７割が選択し

ているなど、職業選択が受動的であったことがわか

る。

　一方で、20代では「農村生活、自然が好きだから

（42.4％）」を選択した人が最も多く、次いで、「植

図表１．農業就業人口に占める女性の割合
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図表２．農協加入者数（正規組合員、うち女性組合員）の推移
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物や動物を育てることが好きだから（37.3％）」「体

を動かす仕事が好きだから（36.1％）」も約４割を

占めているなど、自発的な職業選択の姿勢がうかが

える。

２．�「女性農業者ネットワーク」先行事例
の紹介

　本稿では、図表４の分類に基づいて「女性農業者

ネットワーク」先行事例（図表５）を取り上げ、こ

図表３．女性農業者の農業を職業として選択した理由（複数回答）

［出典］	農林水産省　㈱インテージリサーチ　「女性の農業への関わり方に関するアンケート
調査　平成24年度」
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図表４．ヒアリングを実施した「女性農業者ネットワーク」先行事例
分　類 名　称 ヒアリング対象者（敬称略）

・全国規模のネットワーク
・行政（国）が主宰
・企業が参加

農業女子プロジェクト
（以下、農業女子 PJ）

・農林水産省経営局就農・女性課
　女性・高齢者活動推進室　
　室長　佐藤一絵
・参加農業者（大津愛梨、内山佳奈）
・サポーター企業

・全国規模のネットワーク
・女性農業者が主宰 田舎のヒロインズ 同NPO法人理事　大津愛梨

（O2	Farm）
・地域のネットワーク
・女性農業者が主宰 LINKS（リンクス） 同ネットワーク発起人　内山佳奈（うちやま農園）

・地域の行政が主宰 はらぺ娘
こ

公益財団法人北海道農業公社　
担い手本部本部長　青山俊夫
担い手支援部就農コーディネーター　鶴岡優子
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れらに対して独自にヒアリング調査を実施してい

る。加えて、農林水産省主導による行政、企業、農

業者の異業種ネットワークである「農業女子プロ

ジェクト（以下、農業女子PJ）」について、プロジェ

クトに参画・協力する企業（図表６）からもヒアリ

ングを実施することで、農業者以外の視点による女

性農業者ネットワークの評価についても考察してい

る。

図表５．ヒアリングを実施した女性農業者ネットワークの概要

分　類 全国女性農業者・
行政・企業連携型

道内女性農業者
主体

全国女性農業者
主体

道内女性農業者・
行政連携型

名称 農業女子 PJ LINKS（リンクス） 田舎のヒロインズ はらぺ娘

参画者 農林水産省、女性農業
者、企業 道内の女性農業者 全国の女性農業者 北海道農業公社、道内

の女性農業者

ネットワーク
形成の目的

・	女性農業者の生産力
向上
・	「農業女子」という
新市場の確立
・	農業女子の有する知
恵・情報の商品化　　　　　　　　　　　　　　　　

道内に点在するやる気
のある女性農業者の交
流

NPO の役割として、
社会の価値観の変革、
社会還元

女性農業後継者の育
成、及び関連課題の支
援

参画条件 全国の女性農業者 農家であればOK 全国の女性農業者 道内の跡継ぎ女性農業
者（跡取り娘）

参画している
女性農業者の

特徴

「家族（夫・両親等）
経営」、「跡取り娘」、
「新規就農者」、「農業
法人社員」

道内の女性農業者〈家
族（夫・両親等）との
共同経営中心〉

全国の女性農業者（農
業経営形態はさまざま
で各地に支部あり）

道内の跡継ぎ女性農業
者

主な取り組み
内容

・	企業との商品開発
（軽トラック、外食　
産業メニュー開発
等）
・参画者との情報交流
・総会（年２回）

農業者との勉強会等の
情報交流（土の維持・
管理、価格設定、直
売、ネット等の販売
チャネル相談）

・	農業者との勉強会、
イベント、総会（年
１回）
・	各支部で六次産業化
による農産品製造販
売等

・	「技術・経営・農業」
「料理・加工・食」
「婚活」「視察」の４
グループ毎に活動。
・	婚活、勉強会等の情
報交流

運営資金 個別プログラムに参画
する企業資金 会費 会費、事業毎の補助金

活用、ファンド 会費、補助金も活用

特徴

農林水産省に農業者担
当だけでなく、参画企
業の営業担当も配置。
企業の地域や業種（各
業種１社で多業種との
連携を目指す）に配慮
し開拓

日常のコミュニケー
ションはフェイスブッ
ク等を活用。事務局等
運営母体強化よりも、
事業継続を目的に緩い
つながりを優先

広告代理店との連携で
異業種連携実績あり。
また、NPO として組
織化し、積極的にファ
ンドを活用しながら事
業を展開

会員自らは後継者とし
ての自覚が強いもの
の、周辺の意識はお手
伝いレベルのため、経
営者の仲間づくり、相
談の場として重要

今後の方向性

活動範囲を広げ（関東
だけでなく全国各地
へ）、現状の活動を継
続

範囲を広げずに、会員
の意向を踏まえつつ現
状維持

基本的には各支部での
自主的活動が中心であ
るが、エネルギー分野
参入（エネルギー兼業
農家）等で活動範囲の
拡大も検討

婚活など過去に公社が
実施してきた事業を継
承しつつ、グループ毎
の活動も実施（設立後
間もないため、現状の
活動を優先）
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　次に、これらのイノベーションがどのようにして

実現できたのか、新しい組織である女性農業者ネッ

トワークがイノベーションを生み出すアプローチに

ついて考察する。

　まず、先行事例として紹介した女性農業者ネット

ワークが新しい組織として成立することを可能にし

た要因について、アクションマトリクスを用いてさ

らに整理・分析を行った（図表10）。まず、「取り除

く」べき要因として、これまでの女性農業者ネット

ワークに備わっている要素のうち、「農家の嫁」や

図表７．女性農業者ネットワークによる波及効果とその対象者
キーワード（対象者） 詳　細
「緩やかさ」
（農業者）

①	さまざまな人や情報が集積することで、今まで得ることが難しかっ
た農業や経営の専門的情報・技術の入手が可能

「特別」
（参画企業）

①	新たな市場創出：「農業女子」そのものが一定規模の新たな市場
②	新たなブランド価値の提供：「農業女子」によるこだわりのギフト商
品開発や軽トラック開発等による新ブランドの確立
③	企業の社会貢献（CSR効果）などのイメージ向上

「身近」
（農業者、参画企業、行政）

①	農業×他分野（エネルギー、教育等）など農業や生活から感じる問
題意識を新たな農業ビジネスに展開
②	女性農業者の跡継ぎ問題など、地域ならではの課題をテーマとした
より実践的な支援内容の提供

図表８．女性農業者ネットワークがもたらしたイノベーション（参画主体別）
参画主体 イノベーション
農業者 人材育成・インキュベーションの場、モチベーションの維持・向上

参画企業 新たな顧客・市場の創造、他社との差別化、付加価値（ブランド、イ
メージ向上）の獲得

行政 参加者の自立推進、行政の立場を活用した新たな役割の開拓

３．�女性農業者ネットワークによる波及効果
と関係者へのイノベーション

　女性農業者ネットワーク関係者へのヒアリング結

果から得られた波及効果としては、「緩やかさ」、

「特別」、「身近」の３つのキーワード（図表７）が

抽出され、さらにプロジェクトへの参画主体別でみ

てもさまざまなイノベーションがもたらされている

（図表８）。

図表６．ヒアリングを実施した「農業女子プロジェクト（PJ）」への参画・協力企業
分　類 ヒアリング対象者（敬称略）

農業女子 PJ に参加しているサポーター企業 株式会社エムスクエアラボ　
代表取締役　加藤百合子

農業女子 PJ に個別事業実施者として協力している企業（第３回
農業女子プロジェクト推進会議内の各企業報告・発表より）

＊	社名に関しては平成27年度参加予定者も含まれるため、全社
匿名とした。

化粧品メーカー・Ａ社
精密機械メーカー・Ｂ社
自動車メーカー・Ｃ社
百貨店・Ｄ社
洗濯用石鹸、化粧品メーカー・Ｅ社
コンビニエンスストア・Ｆ社
出版・Ｇ社



87日経研月報 2015.6

「お手伝い」といった伝統的役割や本人の主体性以

外による参加要因があげられる。次に、「減らす」

べき要因としては、ネットワークの活動内容を制限

する補助金などの資金があげられる。一方で、「増

やす」べき要因としては、他地域の農業者や異業種

メンバーとの連携により、日頃感じている足元の課

題を積極的に検討できる機会があげられる。さら

に、「付け加える」べき要因としては、地域、業

種、慣習などの枠にとらわれない柔軟性が指摘でき

る。これら４つのアクションの存在こそが、女性農

業者ネットワークを新しい組織にすると同時に、前

章で紹介したようなさまざまなイノベーションをも

たらしたと考えられる。

　さらに、前述の４つのアクションを経ることに

よって新しい組織となった女性農業者ネットワーク

が、新たな商品開発や課題解決策の検討において、

さらなるイノベーションを実現するためのプロセス

に着目する。まず、女性農業者が日常的に感じてい

る不便や不安などの「主観」的な要因に関して、地

域や業種を超えて「共感」しあった参加者同士が、

どのような解決方法があるのかについて「問題定

義」し、商品開発や技術研修などさまざまな「活

動」を行うといったプロセス（図表11）が繰り返さ

れている。

　一方、これまでの行政などが主体となった女性農

業者支援や域内の六次産業化などを目的としたネッ

トワークにおける取組みは、支援対象者や消費者の

ニーズをアンケート調査などで把握した「客観」的

なデータを「論理」的に分析し、支援策などの計画

を策定することが基本であったが、今回の調査で考

察してきた女性農業者ネットワークではまったく異

なるプロセスを辿っていることが明らかである。

おわりに　～今後の課題～

　以上、これまで整理してきたとおり、新しい組織

としての女性農業者ネットワークがもたらす波及効

果としては、人材育成から市場開拓まで極めて広範

囲のイノベーションが期待できよう。しかし、今後

もその多様性を担保しつつ、女性農業者が抱える課

題を解消し、新たなアイデアを形あるものにしてい

くためには、その活動の継続が不可欠となる。そし

て、今回の調査を実施するにあたり、女性農業者は

もちろんのこと、行政や企業を含む農業者以外の多

様な主体からのヒアリングを踏まえて抽出された課

図表10．女性農業者ネットワークがイノベーションを
生みだす「新しい組織」であるための要因

～４つのアクション～

図表11．女性農業者ネットワークにおけるイノベー
ション創造のための４つのプロセス

〈参考〉	ブルー・オーシャン戦略―競争のない世界を
創造する―

　　　　	Ｗ・チャン・キム／レネ・モボルニュ　株式
会社ランダムハウス講談社　2005年を参考に
作成

〈参考〉	スタンフォード・デザイン・ガイド　デザイ
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題が、「自主財源の確保」と「協力者の存在」である。

　財源に関しては、農業女子 PJ をはじめとして、

本稿で取り上げた女性農業者ネットワークの多く

が、現時点で活動自体が必ずしも経済的な価値に結

び付いていない点が課題といえる。しかしながら、

株式会社エムスクエアラボ代表取締役の加藤百合子

氏などは、中小規模のロット数の物流（大量供給に

対応したものではなく、こだわりのものを欲しい時

に安定的に安価で供給することを目的としており、

地域貢献に意欲的な運送会社や、食品に関してこだ

わりのあるデリなどの惣菜店が参画）を地元企業や

行政とともに立ち上げ、積極的に料金を取るシステ

ムを構築するなど、新たな農業ビジネスを手掛けて

いる。また、田舎のヒロインズでは情報提供やブラ

ンド化によって事業の趣旨に賛同する人々から出資

金を集めるなど、新たな財源確保も見込まれている。

　加えて、本稿で紹介した先行事例でも見られるよ

うに、域外の農業者や多分野にわたる協力者の存在

は極めて重要である。主観レベルの潜在的な課題や

ニーズを発掘し、そこに価値を見出せる協力者とと

もに活動を実施していくことは、農業分野に止まら

ず地域経済において幅広い価値を生み出す可能性を

秘めている。さらに、イノベーションの範囲を広げ

るためには、ネットワーク参画者同士が「支援」関

係ではなく、お互いの要求内容や価値観、ビジョン

を明確化し、対等に「協力」し合える活動であるこ

とが求められよう。
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